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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

【1】先週の回顧

先週のブラジル・レアルは、対円、対米ドルともに下落
しました。また、2年国債金利は低下しました。米国と中
国の間での貿易摩擦が引き続き懸念されており、市場の
リスク回避姿勢などがブラジル・レアル下落の背景となり
ました。

26日（現地、以下同様）には、6月に開催された
COPOM（金融政策委員会）の議事録が公表されました。
経済環境の不確実性が高まる中で、ブラジル中央銀行
はインフレの動向を注意深く見守る姿勢を示しました。6
月のCOPOMでは政策金利の据え置きが決定されまし
たが、インフレの上振れが予想される場合には、ブラジル
中央銀行は政策金利の引き上げに動くものと考えられま
す。なお、28日にはブラジル中央銀行がインフレレポート
を公表しています。これによると、政策金利の現状維持な
どの条件の下で2018年のインフレ率はインフレ目標の範
囲内に収まると、ブラジル中央銀行は予想しています。

【2】今週の見通し

今週は、5月の鉱工業生産、6月の自動車生産台数な
どが発表される予定です。鉱工業生産は、ストライキによ
る物流の麻痺の影響を受けて前月比で大幅な減速が予
想されています。自動車生産台数に関しては、ブラジル
の経済活動がどれだけ正常化したかを見る指標の一つ
になるとみています。工場の操業停止を受けて5月の生
産台数が下振れており、6月に生産が回復しているか注
目です。そのほかには、6月のIPCAインフレ率が発表さ
れるほか、大統領選挙に関する 新の世論調査も公表
される見込みです。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】

2018年7月2日

（2018年6月1日～2018年6月29日）

（2018年6月1日～2018年6月29日）

【2018年6月23日～2018年6月29日までの推移】
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